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苦
手
な
虫
が
周
り
に
い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
書
き
ま
し
た
。

　

家
族
で
海
に
お
出
か
け
し
た
時
に
す
ご
く
海
が
き

れ
い
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
の
様
子
を
書
き
ま
し
た
。

佳
作
を
と
っ
た
と
聞
い
た
時
、
驚
い
た
け
ど
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

◆
小
中
学
生
の
部

〈
最
優
秀
賞
・
志
文
内
賞
〉

　

塾
帰
り
西
の
空
ふ
と
見
上
げ
る
と
藍
色
穿
つ
お
と
め
座
の
穂
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
川
中
学
校
二
年　

菅　
　
　

葵

〈
優
秀
賞
〉

　

草
原
で
草
を
背
に
し
て
ね
て
い
た
ら
自
分
の
周
り
に
た
く
さ
ん
の
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
央
小
学
校
六
年　

石
山　
　

遼

　

石
の
上
ね
こ
と
と
か
げ
が
遊
ん
で
た
な
ん
の
遊
び
か
分
か
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
上
山
市
立
上
山
小
学
校
四
年　

公
平
真
奈
実

　

左
手
に
木
星
見
え
ま
す
ア
ナ
ウ
ン
ス
銀
河
旅
行
で
ぼ
く
は
聞
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県
光
市
立
浅
江
小
学
校
四
年　

中
村　
　

力

　

し
ん
し
ん
と
冬
に
雪
降
り
子
ど
も
ら
は
ど
こ
か
遠
く
へ
歩
い
て
行
く
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
川
市
立
春
光
台
中
学
校
二
年　

大
本　

羽
留

　

君
を
呼
ぶ
愛
し
て
い
る
よ
と
告
げ
て
み
る
「
検
索
し
ま
す
」
と
照
れ
隠
し
す
る
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
萌
市
立
港
南
中
学
校
三
年　

水
戸　

優
輔

〈
佳　

作
〉
（
中
川
町
の
み
）

　

海
は
き
れ
い
か
ぜ
が
ふ
く
と
サ
ー
サ
ー
な
る
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
す
き
通
っ
た
う
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
央
小
学
校
六
年　

齋
藤　

弥
音

　

天
塩
川
イ
ト
ウ
と
一
緒
に
な
が
れ
て
く
わ
た
し
の
心
も
川
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
央
小
学
校
五
年　

菊
地　

玲
花

　

9
月
3
日
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
町
内
応
募
者
の
作
品
も

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
の
部
で
は
、
中
川
中
学
校
の
菅
葵
さ
ん
が
最
優
秀
賞
（
志
文

内
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
中
川
町
の
児
童
生
徒
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
の
は
、
29
年
の

歴
史
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

斎
藤
茂
吉
記
念 

第
29
回
中
川
町
短
歌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

入
賞
作
品
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塾
が
終
わ
り
、
友
達
と
別
れ
て
一
人
で
帰
っ
て
い

る
時
に
、
ふ
と
見
上
げ
た
空
が
き
れ
い
だ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
て
短
歌
を
作
り
ま
し
た
。
「
お
と
め
座

の
穂
先
」
と
ス
ピ
カ
を
表
す
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

短
歌
の
テ
ー
マ
が
「
自
然
」
だ
っ
た
の
で
、
天
塩

川
で
よ
く
見
ら
れ
る
、
幻
の
魚
、
イ
ト
ウ
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
書
き
ま
し
た
。
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〈
佳　

作
〉
（
中
川
町
の
み
）

〈
教
育
長
特
別
賞
〉

　

宗
谷
線
・
N
村
・
少
女
ら
・
峠
・
海
わ
た
し
の
知
ら
な
い
N
先
生
・
若
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町　

小
林　

淑
子

◆
高
校
生
の
部

〈
最
優
秀
賞（
志
文
内
賞
）〉

　

懐
か
し
い
文
学
全
集
曝
書
し
て
い
に
し
え
の
声
た
っ
ぷ
り
と
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
仙
台
キ
ャ
ン
パ
ス
二
年　

横
溝　

惺
哉

〈
優
秀
賞
〉

　

暖
炉
が
休
ま
ず
う
ご
く
雪
降
る
間
設
定
画
面
が
微
明
を
お
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
士
別
東
高
等
学
校
三
年　

胡
摩
崎　

暖　

　

庭
園
で
薔
薇
と
戯
れ
飛
び
回
る
い
く
つ
も
の
傷
で
美
し
さ
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
恵
庭
北
高
等
学
校
三
年　

古
味　

愛
璃　

　

授
業
中
み
ん
な
が
寝
て
る
日
本
史
で
僕
だ
け
起
き
て
て
な
ん
か
嬉
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
恵
庭
北
高
等
学
校
三
年　

古
田　

彩
人

　

会
計
の
と
き
に
小
銭
を
投
げ
て
く
る
客
は
ト
レ
ー
を
賽
銭
箱
と
思
っ
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
恵
庭
北
高
等
学
校
三
年　

元
岡　

由
依

　

長
き
道
出
だ
し
の
今
は
前
傾
で
私
は
走
る
月
の
照
る
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
恵
庭
北
高
等
学
校
三
年　

若
松　

誉
輝

◆
一
般
の
部

〈
最
優
秀
賞
・
茂
吉
記
念
賞
〉

　

言
葉
み
な
吹
き
払
わ
れ
て
夕
暮
れ
の
結
氷
湖
に
白
き
け
も
の
道
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

坂
倉
惠
美
子

〈
優
秀
賞
〉

　

ま
っ
暗
な
わ
た
し
の
右
眼
痛
み
止
め
の
目
薬
を
さ
す
当
て
ず
っ
ぽ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町　

小
林　

淑
子

　

こ
の
指
は
大
根
人
参
間
引
く
指
引
き
金
を
引
く
形
も
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町　

山
内　

智
子

　

わ
が
屈
折
を
ネ
ジ
バ
ナ
と
言
え
ば
螺
子
釘
の
強
度
を
話
す
建
築
家
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
庭
市　

五
十
嵐
容
子

　

退
勤
の
直
後
に
深
く
息
を
吸
う
カ
シ
オ
ペ
ア
座
を
仰
ぐ
角
度
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
練
馬
区　

音
羽　
　

凛

Roots a world away
Like a ghost I walk this road
A kite without string
Crushed by bountiful nature
My tears water the flowers
　  クオング　ジェニファー

ス
ト
ー
ブ

※
ご
本
人
の
希
望
で
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
員
と
し
て
長
い
間
お
世
話
に
な
り
今
年
一
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
、
西
勝
洋
一
先
生
へ
の
追
慕
詠
で
あ
り
、
審
査

会
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
長
特
別
賞
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

見
え
な
い
目
に
目
薬
を
差
す
の
は
至
難
の
業
で
す

ね
。
「
下
手
ね
」
と
自
分
で
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

右
目
は
失
明
、
で
も
目
薬
の
扱
い
は
だ
ん
だ
ん
う
ま

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　英語の短歌は、各単語の
音節をもとに作られます。
外国語で短歌を書いてみた
かったんです。この内容は、
私のルーツから遠く離れて
しまったという気持ちを表
しました。

　

戦
争
の
ニ
ュ
ー
ス
を
日
々
聞
く
中
に
畑
で
ニ
ン
ジ

ン
を
間
引
き
を
し
て
い
て
浮
か
ん
で
き
た
歌
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
細
く
長
く
短
歌
と
関
わ
っ
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

車
両
は
国
鉄
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
に
製
造
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
キ
ハ
40
形
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
用
し
、
名
寄
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稚
内
間
を
走
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。
二
日
間
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
べ
71
名
の
方
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗
車
さ
れ
、
3
町

村
長
の
他
、
稚
内
市
議
会
議
員
も
乗
車
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
の
方
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
作
り
の
ご
飯
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ル
ー
ツ
、
家
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菜
園
の
野
菜
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
寄
り
、
車
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

互
い
に
分
け
合
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
、抜
海
駅
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

抜
海
地
区
周
辺
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
内
会
が
「
稚
内

牛
乳
」
や
「
ほ
っ
き
飯
」
の
無
償
提
供
を
行
っ
た
り

す
る
な
ど
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
ツ
ア
ー
会

社
な
ど
が
企
画
す
る
観
光
列
車
と
は
ま
た
一
味
違
う

試
乗
会
と
な
り
ま
し
た
。
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9
月
23
日
、
24
日
の
二
日
間
で
、
宗
谷
本
線

　

マ
イ
レ
ー
ル
意
識
向
上
事
業
実
行
委
員
会
（
幌

　

延
町
・
中
川
町
・
音
威
子
府
村
）
が
主
催
し
た
、

　

3
町
村
の
住
民
の
方
を
中
心
に
J
R
宗
谷
本
線

　

沿
線
住
民
を
対
象
と
し
た
貸
し
切
り
観
光
列
車

　

の
試
乗
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

左奥から石垣町長、千葉稚内市議会議員
野々村幌延町長、佐近音威子府村長
左奥から石垣町長、千葉稚内市議会議員
野々村幌延町長、佐近音威子府村長

23日の車内の様子23日の車内の様子

佐久駅に停車する観光列車佐久駅に停車する観光列車

地域の特産品を提供地域の特産品を提供

終点の稚内駅での集合写真終点の稚内駅での集合写真



　

9
月
8
日（
木
）、
古
川　

康　

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
と
東　

国
幹

衆
議
院
議
員
が
、
8
月
11
日（
木
）の
地
震
に
伴
っ
て
被
災
し
た
道
道
問

寒
別
佐
久
停
車
場
線
（
歌
内
地
区
）
の
視
察
の
た
め
、
中
川
町
に
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

　

古
川
政
務
官
は
、
石
垣
町
長
や
佐
藤
議
長
、
J
A
北
は
る
か
の
小
林

組
合
長
か
ら
、
地
震
の
様
子
や
町
内
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
話
を
聞
か

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
し
た
道
道
の
復
旧
工
事
を
行
う
株
式
会
社
中

川
建
設
の
吉
田
社
長
か
ら
、
作
業
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

古
川 

康  

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
が

　
　
　
　
　
　
　

来
町
さ
れ
ま
し
た

ふ
る
か
わ
や
す
し
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国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と

い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で

す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
時
に
公
的

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と

き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す
　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
、
老
齢
年
金
は
基
本

的
に
65
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
給

付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

た
め
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金

の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
証

さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
（
「
子
の
あ
る
配
偶
者
」

や
「
子
」
）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6
・

2
7
・
1
6
1
1

20
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　

国
民
年
金



火災・救急出動状況

火災件数　１件
救急件数　48件

令和4年9月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
合
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

　

日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
住
宅
防
火
対
策
と
し
て
、
4
つ
の
習
慣
、
6
つ
の

対
策
か
ら
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
簡
潔
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る
た
め
の
対
策
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①ストーブ等は安全装置の付いた機器を使用する。
②住宅用火災警報器を定期的に点検する。
③火災の拡大を防ぐため、部屋の整理整頓をする。
④消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
⑤避難経路・方法・場所等を日頃から確認する。
⑥地域ぐるみの防火対策を行う。

6 つの対策

4つの習慣

広報ナカガワ
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名寄地区広域消費生活センター●問い合わせ先

◆相談時間：午前9時15分～午後4時　◆休日：土・日・祝日・年末年始　◆担当：宇都・安土
☎・FAX 01654－2－3575

名寄地区広域消費生活センター情報

　スマホの広告で通常約６千円のシャンプーが初回500円で購入できるとあり、
クレジットカード決済で注文した。再度購入しようと思い、同じ広告を見たとこ
ろ、注文を確定する画面の上方に細かい文字で「５回継続購入」の記載があるの
に気付いた。画面をスクロールしないと全体が表示されない為、前回は気付かな
かった。事業者に解約したいと伝えたが「５回継続購入の条件は明記されている。」
と言われ断られた。（60才代・男性）

•ネット通販の注文画面では「初回限定」などとお得感を強調した表示に比べ、購入条件が小さく表示
　されていたり、気付きにくい場所に表示されて、分かりづらいことがあります。画面の隅々まで見る
　など注意が必要です。
•注文を確定する前に、定期購入が条件になっていないかを確認し、定期購入が条件の場合、継続期間
　や支払総額など、契約内容をしっかり確認しましょう。
•特定商取引法が改正され、事業者は最終確認画面で注文内容を明確に表示しなければならなくなりま
　した。誤認させる表示により消費者が申し込みをした場合は、契約を取り消せる可能性があります。
•困ったときは、名寄市消費生活センターに相談してください。

アドバイス

事　　例

6千円のシャンプーがお試し500円と注文、定期購入！



冬に備える冬に備える防災一口メモ

　秋の深まりとともに、初霜や初氷などの季節となってきました。
　上川・留萌地方では、朝晩を中心に冷え込み、これから本格的な冬の到来を迎えます。今回
は、「冬への備え」についてのお話しをします。
　冬というと真っ先に浮かぶのは「雪」だと思います。旭川での平年値は、「初雪」は10月
19日、地面が雪に白く覆われる状態となる「積雪」は11月4日、降った雪が融けずに積雪状態
が継続する「長期積雪」（根雪）は11月24日となっています。
　今から６年前の2016年は冬の訪れが早く、旭川での初雪は10月20日とほぼ平年並みでした
が、「長期積雪」は10月29日と平年より1ヶ月程度早くなり、11月上旬には30センチを超え
る積雪となりました。このように年によっては、急に積雪状態になることもあります。
　また、峠や山間部では平地よりも気温が低いため、平地は雨でも、峠や山間部では路面が凍
結したり、積雪状態となることがありますので、車で峠を通行する方や山間部にお住いの方は、
路面状況の変化に気を付けてください。
　天気予報や週間天気予報で雪の予報が発表されたら、車のタイヤ交換など早めに冬の備えを
行いましょう。

　気象台では、冬の始まりに、峠や山間部で初めて積雪状態になる時と平地で初めて積雪状態
になると予想された時には、「雪に関する気象情報」を発表して積雪や路面の凍結による交通
障害について注意を呼びかけています。また、気象庁ホームページの「今後の雪」では、１時
間毎に推定した現在の積雪の深さと降雪量の分布、及び、６時間先までの予測を表示すること
ができますので、天気予報や交通情報などと併せてご利用ください。

お問い合わせ先▶ 旭川地方気象台　☎0166－32－7102
　　　　　　　　 ホームページアドレス
　　　　　　　 　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

気象庁HP「今後の雪」▶ 
　　　　　　　 　https://www.jma.go.jp/bosai/snow/#zoom:7/lat:43.395740/
　　　　　　　 　lon:140.690198/colordepth:deep/elements:snowd

７ 広報ナカガワ
2022（R4）. 11月号



中川町地域おこし協力隊活動記

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ロ
ウ
ウ
ッ

ド
に
関
し
て
で
す
が
、
中
川
町
で

「
ロ
ウ
ウ
ッ
ド
」
と
い
う
事
業
名

で
、
①
木
材
流
通
と
製
材
、
②
薪

製
品
の
製
作
と
販
売
、
③
テ
ー
ブ

ル
や
小
物
等
の
製
作
と
販
売
、
④

モ
ノ
づ
く
り
体
験
教
室
、
と
い
っ

た
内
容
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
き

ま
す
！
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
お
声
が
け
下
さ
い
ま
せ
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

が
木
材
生
産
や
流
通
、
森
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
る
か
を

た
く
さ
ん
の
方
々
に
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。

　

2
年
目
は
、
木
材
の
流
通
網
を

広
げ
る
べ
く
色
々
模
索
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
豊
里
地
区
で

工
房
を
構
え
る
機
会
を
頂
き
、
木

材
の
加
工
や
保
管
を
行
え
る
場
所

を
持
つ
事
で
、
自
身
の
事
業
内
容

の
幅
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

　

3
年
目
に
は
、
少
し
ず
つ
増
え

て
い
く
仕
事
の
依
頼
に
感
謝
を
す

る
一
方
で
、
任
期
終
了
後
に
事
業

を
独
立
さ
せ
て
行
く
事
に
対
す
る

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
、
お
声
掛
け
に
は
可
能
な
限

り
対
応
し
て
い
こ
う
と
挑
戦
を
続

け
た
最
後
の
1
年
間
に
な
り
ま
し

た
。

　

木
材
流
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と

し
て
の
任
期
を
経
て
想
う
事
は
、

個
々
の
内
容
や
方
向
は
違
え
ど
、

森
と
い
う
一
つ
の
存
在
に
本
当
に

多
く
の
人
達
が
惹
か
れ
集
ま
っ
て

い
る
ん
だ
な
ぁ
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
3

年
間
、
役
場
、
町
民
の
方
々
を
初

め
、
林
業
事
業
体
や
北
海
道
大
学

研
究
林
、
多
様
な
製
作
分
野
の
方

々
な
ど
大
変
多
く
の
人
た
ち
に
助

　　

中
川
町
の
み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち

は
。
ロ
ウ
ウ
ッ
ド
の
福
田
で
す
。

深
緑
の
季
節
も
終
わ
り
、
山
の
表

情
も
日
々
紅
葉
へ
移
り
変
わ
っ
て

い
く
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

10
月
半
ば
で
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
の
3
年
の
任
期
を
終

了
す
る
私
で
す
が
、
こ
の
肌
寒
い

時
期
を
迎
え
る
と
、
協
力
隊
と
し

て
移
住
し
て
き
た
3
年
前
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

林
業
の
根
付
い
た
中
川
町
で
第

一
次
産
業
に
携
わ
り
な
が
ら
、
自

分
の
培
っ
た
経
験
を
ど
の
よ
う
に

活
か
せ
る
か
と
、
当
初
は
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
最
初
の
1
年

間
は
林
業
を
知
る
事
に
多
く
の
時

間
を
費
や
し
ま
し
た
。
林
業
の
仕

事
内
容
と
は
具
体
的
に
何
を
し
て
、

ま
た
そ
れ
は
何
の
為
で
、
そ
れ
ら

福田隼人Rawwood
ふく だ はや と

『これからもどうぞ宜しく
　　　　 お願いします！』
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と
一
本
。

　

東
京
の
上
野
に
て
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
中
川
町
も
参
加
し
て
き

た
「
北
海
道
に
魅
せ
ら
れ
た
人
た

ち
」
が
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
こ
に
今
回
も
中
川

町
が
参
加
し
ま
す
。

　

大
丸
松
坂
屋
はThink Local

、

Think Green

と
題
し
て
S
D
Gs

へ
の
取
り
組
み
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
ま
ち
や
人
々
の
課
題
を
考

え
、
応
援
し
て
い
く
社
会
貢
献
へ

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
そ
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
催
事

が
「
北
海
道
に
魅
せ
ら
れ
た
人
た

ち
」
で
す
。

　

初
め
て
の
名
古
屋
と
い
う
土
地

で
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
反
応
が

み
れ
る
の
か
。
す
こ
し
ド
キ
ド
キ

し
ま
す
が
、
中
川
町
の
こ
と
を
少

し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
頑
張
っ
て
き
ま
す
！

　　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
協

力
隊
の
村
木
で
す
。

　

今
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
は
9

月
末
。
気
づ
け
ば
夏
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
去
り
、
木
々
の
葉
っ

ぱ
は
少
し
づ
つ
色
づ
い
て
き
て
い

る
頃
で
す
。

　

今
年
の
夏
は
催
事
に
大
忙
し
の

夏
で
し
た
。
3
ヶ
月
の
間
に
5
本

も
の
催
事
に
出
店
し
て
い
た
の
で
、

こ
の
夏
は
道
内
を
走
り
ま
わ
っ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
を
中
川
の
外
で

過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
も
あ
る
一
方
そ

の
お
陰
で
一
年
前
に
は
右
も
左
も

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
が
お
客
様
の

動
き
を
み
て
商
品
の
配
置
を
変
え

て
み
た
り
、
ど
う
や
っ
て
お
声
掛

け
を
し
た
ら
興
味
を
も
っ
て
も
ら

え
る
の
か
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
、
少
し
づ
つ
で
す
が
板
に
つ

い
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。　

　

今
年
の
催
事
は
残
す
と
こ
ろ
あ

村 木 栞 奈
むら き かん な

『大 忙しの 夏』

町の振興や発展のために東奔西走する
地域おこし協力隊の活動の様子を紹介します

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

９

　

10
月
6
日
、
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
曇
り
の
中
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の

3
歳
児
か
ら
5
歳
児
の
18
名
が
、
バ
ケ
ツ
稲
の
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
稲
は
、
園
児
た
ち
が
5
月
に
田
植
え
を
行
っ
た
も
の
で
、
小
さ
な

苗
が
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
は
、
鎌
を
使
わ
ず
園
児
用
の
は
さ
み
で
行
い
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は
、
「
刈
る
の
が
楽
し
い
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
な
が
ら
稲
を
刈
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
が

悪
く
、
稲
は
成
長
し

た
も
の
の
、
穂
に
お

米
は
入
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
毎
日
食
べ
て

い
る
お
米
を
育
て
る

こ
と
の
難
し
さ
、
農

家
の
皆
様
の
大
変
さ

を
知
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
「
来

年
は
、
ち
ゃ
ん
と
お

米
が
で
き
る
よ
う
に
、

稲
の
お
世
話
を
も
っ

と
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り

稲
を
収
穫
し
ま
し
た
！
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しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

　

み
な
さ
ん
は
、
薬
を
い
く
つ

飲
ん
で
い
ま
す
か
？

　

薬
は
病
気
の
治
療
や
症
状
軽

減
に
有
効
で
す
。
薬
が
な
い
と

不
安
と
い
う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
近
年
、
「
ポ
リ
フ
ァ

ー
マ
シ
ー
」
と
よ
ば
れ
る
、
多

剤
服
用
に
よ
る
副
作
用
や
※
薬

物
に
よ
る
有
害
事
象
の
発
生
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
肝
臓
や
腎
臓
の
働
き

が
衰
え
、
薬
を
分
解
し
た
り
、

体
の
外
に
排
泄
す
る
の
に
時
間

が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
副
作

用
が
出
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
を
心
配
し
て
本
来
必
要
な
薬

を
減
ら
す
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

大
切
な
の
は
薬
の
数
で
は
な

く
、
そ
の
処
方
内
容
が
適
正
か

ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
こ

と
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
お
薬
手
帳
は
1
冊
に
ま
と
め

て
お
く

　

お
薬
手
帳
は
、
医
師
や
薬
剤

師
が
患
者
の
現
在
の
服
薬
状
況

を
把
握
し
、
薬
の
重
複
や
飲
み

合
わ
せ
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

複
数
の
医
療
機
関
や
薬
局
を

利
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
お

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
て
も
、

自
分
の
判
断
で
薬
を
や
め
た
り

減
ら
し
た
り
す
る
の
は
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

急
に
や
め
る
と
、
病
状
が
悪

化
し
た
り
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が

で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
ず
、
医
師
、
薬
剤
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

《
相
談
す
る
時
の
注
意
》

　

現
在
使
っ
て
い
る
薬
、
残
っ

て
い
る
薬
の
ほ
か
、
毎
日
飲
ん

で
い
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
健
康

食
品
に
つ
い
て
も
、
医
師
や
薬

剤
師
に
必
ず
全
部
伝
え
ま
し
ょ

う
。　

　

ま
た
、
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ

う
な
症
状
が
出
て
き
た
の
か
、

メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
薬
物
有
害
事
象
と
は

　

薬
と
の
因
果
関
係
が
は
っ
き

り
し
な
い
も
の
を
含
め
、
患
者

に
生
じ
る
好
ま
し
く
な
い
、
あ

る
い
は
意
図
し
な
い
兆
候
、
症

状
、
ま
た
は
病
気
。

　

薬
は
そ
の
人
の
症
状
や
病
態
、

生
活
環
境
に
よ
っ
て
適
正
な
処

方
も
変
化
し
ま
す
の
で
、
「
何

種
類
以
上
の
薬
を
併
用
す
れ
ば

多
剤
服
用
」
と
い
う
明
確
な
定

義
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

し
か
し
、
6
種
類
以
上
の
薬

を
併
用
し
て
い
る
と
、
副
作
用

を
起
こ
す
頻
度
が
増
加
す
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

疾
患
の
数
が
増
え
、
複
数
の

医
療
機
関
に
か
か
る
よ
う
に
な

り
、
薬
の
量
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
（
左
図
参
照
）
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「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
薬
の
多
剤
服
用
に
注
意
！
〜

【
今
月
の
テ
ー
マ
】 

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を

　
　
　
　
　

防
ぐ
た
め
に

【
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
問
題
】

●
薬
の
数
が
増
え
る
こ
と
で

薬
同
士
が
相
互
に
影
響
し
あ

い
、薬
が
効
き
す
ぎ
た
り
、効

か
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が

起
こ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。

●
異
な
る
医
療
機
関
か
ら
、

同
じ
効
能
の
薬
が
重
複
し
て

処
方
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

●
用
量
・
用
法
が
複
雑
に
な

り
、「
飲
み
忘
れ
」
や
「
飲
み

残
し
」
が
起
こ
り
や
す
く
、

使
用
し
な
か
っ
た
薬（
残
薬
）

が
た
ま
る
。ま
た
、正
し
く
服

用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
症
状
が
悪
化
し
、
さ
ら
に

薬
が
増
え
る
悪
循
環
に
陥
る
。

薬
手
帳
は
1
冊
に
ま
と
め
ま
し

ょ
う
。

■
重
複
受
診
を
控
え
る

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
る
重
複
受
診
は
、
薬

の
重
複
、
過
剰
な
処
方
を
招
く

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。　

　

安
易
な
医
療
機
関
の
は
し
ご

は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
や
薬
剤
師
を
持
ち
、
処
方

さ
れ
て
い
る
薬
の
把
握
を
し
て

も
ら
う
と
安
心
で
す
。

■
主
な
副
作
用
の
症
状
を
知
っ

て
お
く

　

薬
の
追
加
や
変
更
が
あ
っ
た

あ
と
に
、
い
つ
も
と
違
う
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

主
な
副
作
用
の
症
状
に
は
、

●
ふ
ら
つ
き
、
め
ま
い

●
物
忘
れ

●
気
分
が
沈
む
（
抑
う
つ
状
態
）

●
食
欲
が
な
い

●
尿
が
出
に
く
い
、
便
秘

●
肝
機
能
障
害　

6種類以上の薬を処方されている
人の割合（30日以上の処方のある者）

0～74歳

※中川町国保データベースシステム
　令和4年5月診療データより

75歳以上

10.9％

32.5％



しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　管理栄養士　☎7－2813

　

体
を
動
か
す
と
消
化
機
能
の

働
き
が
よ
く
な
り
、
栄
養
の
吸

収
が
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

適
度
な
運
動
は
、
筋
肉
量
の
維

持
や
骨
の
強
化
、
食
欲
増
進
に

も
つ
な
が
る
た
め
大
切
で
す
。

　

運
動
を
行
う
最
適
な
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
食
後
2
〜
3
時
間
後

で
す
。
食
事
で
摂
っ
た
た
ん
ぱ

く
質
が
吸
収
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
運
動
し
て
お
く
こ
と
で
、

鍛
え
た
い
部
分
へ
効
率
的
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

筋
肉
量
を
維
持
・
増
や
し
た

い
方
は
、
食
後
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
習
慣
に
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
食
事
は
、

栄
養
の
偏
り
や
不
足
に
気
づ
き
、

体
を
維
持
す
る
栄
養
を
少
し
ず

つ
で
も
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

食
事
量
や
バ
ラ
ン
ス
が
気
に

な
る
方
は
、
役
場
栄
養
士
に
ご

相
談
下
さ
い
。

食
事
で
で
き
る
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
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フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
伴

っ
て
、
体
重
の
減
少
や
筋
力
の

低
下
な
ど
が
み
ら
れ
、
「
心
身

が
老
い
衰
え
た
状
態
」
の
こ
と

を
言
い
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

る
と
、
要
介
護
の
状
態
に
な
る

可
能
性
が
高
い
状
態
を
い
い
ま

す
。

　

予
防
・
改
善
す
る
た
め
に
は
、

低
栄
養
に
よ
る
体
力
・
筋
力
低

下
を
防
ぐ
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

　

毎
日
の
食
事
で
体
の
維
持
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素

を
不
足
し
な
い
よ
う
に
食
べ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
下
記
の
チ
ェ
ッ
ク

表
で
現
在
の
食
生
活
が
低
栄
養

に
陥
り
や
す
い
か
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
！

□
減
量
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

　

い
の
に
、
6
か
月
で
2
〜
3

　

㎏
以
上
体
重
が
減
っ
た
。

□
食
欲
が
無
く
、
1
日
2
食
以

　

下
の
日
が
多
い
。

□
前
よ
り
も
疲
れ
や
す
く
な
っ

　

た
。

□
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
開

　

け
に
く
く
な
っ
た
。

□
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た
。

□
1
人
の
食
事
が
多
い
。

□
主
食
は
お
か
ゆ
を
食
べ
て
い

　

る
。

□
ご
は
ん
と
み
そ
汁
だ
け
の
食

　

事
が
多
い
。

□
肉
や
魚
を
食
べ
る
機
会
が
少

　

な
い
。

□
カ
ッ
プ
麺
や
菓
子
パ
ン
だ
け

　

の
食
事
が
多
い
。

【
低
栄
養
の
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
表
】

　　

チ
ェ
ッ
ク
の
数
が
多
い
ほ
ど
、

低
栄
養
の
リ
ス
ク
が
高
い
食
生

活
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
が
付
い

た
方
は
、
次
の
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
を
参
考
に
低
栄
養
の
リ
ス
ク

を
低
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

フ
レ
イ
ル
に
な
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
特
に
重
要
な
栄
養
素

が
た
ん
ぱ
く
質
で
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
は
、
筋
肉
の
他
、

脳
や
骨
、
血
液
、
消
化
酵
素
、

ホ
ル
モ
ン
、
免
疫
細
胞
な
ど
の

維
持
に
必
要
な
大
切
な
栄
養
素

で
す
。

　
●
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
2020

　

65
歳
以
上
の
推
奨
量

　

ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
は
一
度

に
た
く
さ
ん
食
べ
る
よ
り
も
、

1
日
3
回
に
分
け
て
均
等
に
摂

る
方
が
効
率
的
に
体
に
利
用
さ

れ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、1
食
あ
た
り
15ｇ

〜
20ｇ
の
た
ん
ぱ
く
質
を
目
安
に

摂
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

下
表
①
と
普
段
の
食
事
内
容

を
比
べ
、
不
足
が
無
い
か
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

・
男
性
…
60
ｇ

・
女
性
…
50
ｇ

た
ん
ぱ
く
質
を

　
　
　
　

不
足
さ
せ
な
い
！

11

ポ
イ
ン
ト
1

運
動（
体
を
動
か
す
）

ポ
イ
ン
ト
2

1
日
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
量

食　　品　　名
表①　食品に含まれるたんぱく質早見表

食　　品　　名

鮭切り身　１切れ

豚ももスライス　２枚

卵　１個

納豆　１パック

豆腐　１／３丁

牛乳　１杯

チーズ　６Pチーズ

調整豆乳　１本

ごはん　１膳

食パン　６枚切り１枚

ゆでうどん　１玉

ゆでそば　１玉

量 量

80g

50g

50g

40g

100g

200㎖

1個

200㎖

150g

60g

200g

200g

たんぱく質 たんぱく質

16g
10g
6g
7g
7g
7g

4g
7g
4g
5g
5g
10g

名

枚

名

ズ

5

5

5

ク



企
業
の
地
域
貢
献
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

消
防
前
堆
雪
場
舗
装
工
事
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
荒
井
建
設
㈱ 

様
（
取
締
役
社
長　

荒
井　

克
典

様
）、
㈱
橋
本
川
島
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

様
（
代
表
取
締
役
社
長　

橋
本　

毅 

様
）
、
新
谷
建
設
㈱ 

様

（
代
表
取
締
役
社
長　

新
谷　

龍
一
郎 

様
）、
㈱
山
崎
組 

様
（
代
表
取
締
役
社
長　

山
崎　

晴
一 

様
）、

三
共
舗
道
㈱ 

様
（
取
締
役
社
長　

皆
川　

俊
哉 

様
）、
北
海
舗
道
㈱ 

様
（
代
表
取
締
役　

高
木　

常
芳

様
）、
㈱
中
川
建
設 

様
（
代
表
取
締
役　

吉
田　

寛 

様
）、
㈱
佐
藤
組 

様
（
代
表
取
締
役　

菊
地　

広
幸

様
）
に
対
し
、
中
川
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
三
共
舗
道
㈱ 

様
、
北
海
舗
道
㈱ 

様
、

㈱
中
川
建
設 

様
は
、
贈
呈
式
当
日
、
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

新谷建設株式会社 様
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株式会社山崎組 様株式会社佐藤組 様

荒井建設株式会社 様株式会社
橋本川島コーポレーション 様

防
災
用
の
ド
ッ
グ
フ
ー
ド

　
「
糀
と
ブ
ラ
ン
」を

　
　

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
う
じ

　

合
同
会
社
つ
れ
づ
れ
様
（
代
表　
齋
藤
桂
子
様
）
よ
り
、
中
川

町
に
防
災
用
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
「
糀
と
ブ
ラ
ン
」
30
パ
ッ
ク
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
糀
と
ブ
ラ
ン
」
は
、
原
材
料
は

す
べ
て
北
海
道
産
を
使
用
し
、
調
理
師
に
よ
る
下
処
理
か
ら
、

味
や
品
質
を
損
な
わ
な
い
レ
ト
ル
ト
加
工
ま
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

グ
レ
ー
ド
に
こ
だ
わ
っ
た
ウ
ェ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
無
添
加
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
で
、
常
温
で
も
長
期
保
存
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
容
器

が
そ
の
ま
ま
器
と
し
て
使
え
る
の
で
、
空
い
た
容
器
で
水
を
飲

ま
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
だ
い
た
商
品
は
、
役
場
に
て
備
蓄
し
、

災
害
の
際
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

　

短
歌
同
好
会

  　
　

   

小
林
淑
子
さ
ん　

☎
8
・
7
7
8
1　

　

俳
句
紫
苑
会　

  　
　

   

古
市
和
子
さ
ん　

☎
7
・
2
8
5
0

●
短
歌
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の

　

方
は
、
年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
小
林
淑
子
さ
ん

　

☎
8
・
7
7
8
1
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
と
う
き
び
に
か
ぶ
り
つ
か
な
い
ま
ま
秋
が
来
そ
う
で
奥
歯
が

い
て
お
り
ぬ

母
の
好
き
な
巻
き
寿
司
の
中
に
巻
い
て
ゆ
く
菜
園
最
後
の
き
ゅ
う
り
と
夏
の
日

稲
穂
に
も
ス
ス
キ
に
も
見
え
ぬ
ア
キ
ア
カ
ネ　

昔
は
あ
ん
な
に
多
く
い
た
の
に

サ
ク
ラ
ン
ボ
、
い
ち
じ
く
、
桃
、
梨
、
柿
、
リ
ン
ゴ　

情
い
っ
ぱ
い
贈
り
贈
ら
れ

噛
み
千
切
り
砕
き
て
潰
す
我
の
歯
の
過
激
な
活
動
休
む
日
は
無
し

つ
や
つ
や
の
ベニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
は
飴
菓
子
似　

食
べ
ち
ゃ
い
た
い
ほ
ど
可
愛
い
け
ど
ね

朝
昼
晩
少
し
ず
つ
で
も
三
食
を
欠
か
し
ち
ゃ
ダ
メ
よ　

さ
あ
キ
ッ
チ
ン
へ

そ
う
め
ん
と
ひ
や
む
ぎ
は
こ
こ　

う
ど
ん
な
ん
て
そ
の
奥
で
い
い
寒
く
な
る
ま
で

ス
ベ
リ
ヒ
ユ
、
ア
カ
ザ
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
道
草
は
夕
食
の
カ
テ　

母
へ
の
み
や
げ

牧
草
は
ま
だ
ま
だ
青
い
天
高
く
牛
肥
ゆ
る
秋　

馬
？
は
い
ま
せ
ん

こ
こ
ろ

五
十
嵐
仁
美

金
子
み
え
子

鎌
田　

陽
子

小
林　

淑
子

山
内　

智
子

横
山
や
す
こ

食
育
通
信

食
品
備
蓄
棚

食
料
難
時
代

秋
の
ア
ニマル

　
ウェル
フェア

今月のお題　秋 or 食短　　歌
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のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

目でみる日本史
　　　　　　　　　　　岡部 敬史 文

採集と見分け方がバッチリわかる
アンモナイト図鑑　　　守山 容正 著

いきもの六法
　　　　　　　　　　中島 慶二 監修

寝る前10秒子どもの姿勢ピーン！
ポーズ　　　　　　　　　西村 猛 著

世界のたまご料理　
　　　　　　　　　岡根谷 実里 講師

夜の道標
　　　　　　　　　　　　芦沢 央 著

浅草ルンタッタ　
　　　　　　　　　　 劇団ひとり 著

裂けた明日
　　　　　　　　　　　佐々木 譲 著

嘘つきジェンガ　
　　　　　　　　　　　辻村 深月 著

汝、星のごとく
　　　　　　　　　　　凪良 ゆう 著

その本は
　　又吉 直樹・ヨシタケシンスケ 著

トーマス、にっぽんへやってくる
　　 ウィルバート・オードリー 原作

食糧危機のサバイバル
　　　　　　　　　  ゴムドリco. 文

はりねずみのノート屋さん
　　　　　　　　 ななもりさちこ 作

かいけつゾロリ にんじゃおばけあら
わる！　　　　　原 ゆたか さく・え

小惑星が日本に衝突すると発表されたある日、
自動車学校のトランクから女性の死体が…。
元刑事で自動車学校教官とそこに通っていた
小春が地球最後の謎を解きはじめる。
第68回江戸川乱歩賞受賞作。

荒
木
あ
か
ね 

著

「
此
の
世
の
果
て
の
殺
人
」

1
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自 衛 官 募 集

■興味のある方は、お気軽に下記までご連絡下さい。
　自衛隊旭川地方協力本部 名寄出張所
　☎01654－2－3921　　〒096－0011 名寄市西1条南9丁目45

応募資格

受付期間

会 　 場

自衛官候補生（男子・女子）
18歳以上33歳未満

（令和５年４月１日現在）

※コロナウイルスの状況次第で日程が変更する場合があります。

受付中～11月14日（月）締切　（年間を通じて行っています）

旭　　川

試 験 日 11月20日（日）・21日（月）のいずれか１日を指定できます。
※11月以降も試験はございます。

問い合わせ先　総務課総務町政室　☎7－2811

接　　遇

会　　費

祝 い 金

寸　　志

協賛金・負担金

見 舞 金

合　　　　　　　　　計

項 　 　 　 　 目

上半期＝4月1日～9月30日

1

2

3

4

5

6

（単位：円）

件数 金　額件数 金　額
上半期上半期

外部（国・道、関係機関との意見交換または折衝などに必要な土産な
どの購入、情報収集のための懇親会などを開催する場合とし、社会通
念上妥当と認められる範囲の額とする。

中川町慶弔規程による香典、供花、供物、災害などに係る義援金

懇談会、懇親会、祝賀会など（２万円を上限とする。）

周年、設立記念式、祝賀会、慶事など、招待・会費不要の場合（２万
円を上限とする。）

町内協賛行事（１万円を上限とする。）
（補助金・負担金など重複支出無し）　諸会議負担金

総会懇親会、交礼会、基金造成ビールパーティーなど、招待・会費不
要の場合（２万円を上限とする。）
各種全国大会などに出場する個人または団体（3万円を上限とする。）
各課・教育委員会などで対応するものは除く。

町長交際費の支出内訳

7

0

2

0

0

21

30

206,003

0

20,000

0

0

272,400

498,403

令和４年度 令和３年度

14

14

6

0

0

16

50

204,443

119,500

46,460

0

0

193,550

563,953

14

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
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グ
ル
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プ
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•
離
町
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

宮
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政
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•
夫
（
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博
様
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去
に
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し
て

　
　
　
　
　
　

多
田　

春
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•
母
（
孝
子
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）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

野
々
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眞　

様

社
会
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祉
協
議
会
、
一
心
苑
、

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
寄
贈

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り「
志
」を
頂
き
ま
し
た
。こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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秀
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多
田　

春
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匿
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7
件

5
区　

野
々
村
孝
子　

様
（
89
歳
）

1
区　

多
田　

和
博　

様
（
71
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

あ
り
が
と
う

　
　
　

 

ご
ざ
い
ま
す



9月の入札・契約結果についてお知らせします

令和4年度
大富旧国道線用地測量
委託業務

工事・業務名
入　札　結　果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

3,399,000

2,992,000

27,478,000

858,000

3,333,000

2,200,000

3,619,000

3,201,000

28,182,000

880,000

3,399,000

2,255,000

予定価格（円）

3,090,000
3,130,000
3,150,000

2,720,000

24,980,000
25,160,000

780,000

3,030,000
3,050,000
3,050,000
3,060,000
2,000,000
2,010,000
2,020,000
2,040,000

第2回

※かたやま測量㈱

㈱三洋コンサルタント

エヌユーコンサルタント㈱

※中央コンピューターサービス㈱

※㈱中川水道

㈱佐藤工建

※㈱シーテック

※㈱佐藤工建

㈱佐藤組

㈱中川建設

植村技建㈲

※植村技建㈲

㈱中川建設

㈱佐藤組

㈱佐藤工建

93.9％

93.5％

97.5％

97.5％

98.1％

97.6％

着手　令和4年9月8日

完了　令和5年1月20日

令和4年度
中川町立学校ＧＩＧＡ
スクール保守業務委託

着手　令和4年9月8日

完了　令和5年3月31日

着工　令和4年9月26日

竣工　令和5年3月31日

令和4年度
総合保健センター給水
・給湯管更新工事

納入期限
　　　令和4年12月23日

令和4年度
中川町立診療所
オゾン脱臭器購入

着工　令和4年9月27日

竣工　令和4年10月31日

令和4年災
トヨビラ線応急工事

着工　令和4年9月27日

竣工　令和4年10月31日

令和4年災
富和３線応急工事
１工区

用地測量一式　L=500m

中川町立学校
ＧＩＧＡスクール
保守業務一式

総合保健センター
給水・給湯管更新一式

中川町立診療所
オゾン脱臭器購入一式

災害応急工事一式　
崩土除去　L=40m

災害応急工事一式　
決壊防止土のう　L=50m

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819
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　北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社
員、パート、アルバイトの方、学生さんなど働く
すべての人）及びその使用者に適用される北海道
最低賃金が次のとおり改定されます。

　来月号からALTのジェニー先
生の連載がはじまります。
　簡単な英語と日本語で、みんな
が楽しく読める連載になる予定。
お楽しみに！！

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

北海道最低賃金

920円
令和4月10月2日

みんなチェック！最低賃金

最低賃金額

効力発生年月日

時間額

町民の皆さんへの
お知らせ



　9月10日（土）に中川
中学校の学校祭が行わ
れました。百花繚乱～今
しかできない最高の青春
を～をテーマに掲げ、吹
奏楽演奏、国語科意見発
表、全員が参加の劇、合
唱の発表が行われ、生徒
たちはいろとりどりの花
を咲かせていました。

町の人口
（10月1日現在）

人　口

男

女

世帯数

1,351人（－６）

687人（－２）

664人（－４）

738戸（－４）

令和4（2022）年11月号（通巻762号）
印刷　株式会社　国 境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp　　E-mailアドレス  nakagawa@town.nakagawa.hokkaido.jp

今月の表紙
～ 中川中学校　第75回学校祭 ～

第
1
回 

英
語
ク
ラ
ブ

　

中
川
中
学
校
に
て
、
長
野
県
の
中
川
村

立
中
川
中
学
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
が

行
わ
れ
、
各
校
生
徒
会
に
よ
る
学
校
紹
介

や
合
唱
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

島
津
生
徒
会
長
か
ら
先
日
の
地
震
の
際
に

頂
い
た
震
災
お
見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
お

礼
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

99
木木８８

９９
火火1313

９９
日日1818

幼
児
セ
ン
タ
ー

　

消
防
署
見
学

　

消
防
車
や

救
急
車
を
見

学
し
た
り
、

あ
こ
が
れ
の

消
防
士
さ
ん

の
仕
事
を
体

験
し
た
り
し

て
、
子
ど
も

た
ち
は
大
喜

び
。
み
ん
な

の
キ
ラ
キ
ラ

し
た
顔
を
見

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

役
場
駐
車
場
に
て
秋
味
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
飲
食
店
の
出
店
や
町
内
の
作
家
さ
ん

の
体
験
ブ
ー
ス
な
ど
が
並
び
、
多
く
の
お
客
さ
ん

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
お
楽
し
み
抽
選
会
の
目
玉

「
ナ
カ
ガ
ワ
牛
3
キ
ロ
」
は
石
垣
町
長
と
佐
藤
議

長
に
よ
っ
て
抽
選
さ
れ
、
幸
運
な
3
名
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
人
か
ら
小
学
生
ま

で
4
名
が
参
加
し
、
A

L
T
の
ジ
ェ
ニ
ー
先
生

と
一
緒
に
英
語
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ

り
、
便
利
な
表
現
を
学

ん
だ
り
し
ま
し
た
。
今

後
も
続
け
て
い
く
予
定

な
の
で
、
次
回
は
み
な

さ
ん
も
参
加
し
て
み
よ

う
！

な
か
が
わ

　　

秋
味
ま
つ
り

　

中
央
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
今
年
も
マ

ラ
ソ
ン
記
録
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
保
護
者
の

み
な
さ
ん
が
見
守
る
中
、

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
最
後
ま
で
力
を

出
し
切
っ
て
走
っ
て
い

ま
し
た
。
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